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研究成果の概要 

出芽酵母のリボソーム RNA 遺伝子（rDNA）は遺伝子増幅および維持機構を持ち、100 コピー以

上が常に安定に維持されています。本課題の目標は、その増幅・維持機構を利用して、多数の遺

伝子を組み込むことができる「染色体ベクター」を作成することです。さらに染色体ベクターに異な

る生物のタンパク質複合体や代謝系に関わる遺伝子群を丸ごと組み込み、それらを酵母内で再構

築する「in saccharo 実験系」を確立します。この実験系は、将来的には人工細胞の作成の基盤技

術になると期待されます。 

 現在の３つの研究項目を実施しています。１）rDNA の増幅およびその安定性維持機構の解析、

２）多数の異種遺伝子を組み込むことができる巨大染色体ベクターの作成、３）染色体ベクターを

用いた異種生物反応系の酵母内での再構築、解析系の確立。 

 今年度は以下のような結果を得ました。１）酸性培地では rDNAが安定化し、寿命が延びることを

発見しました。そのメカニズムとして rDNAの安定性に関わる非コードの転写が酸性条件では抑制

されていることを見つけました（Hasegawa et al, 2023）。また酵母の長期培養実験を行い rDNAの

コピー数の変化を調べたところ、そのコピー数維持には、複製阻害に依存した組換えが必須であ

ることを証明しました（Murai et al, 2024）。２）40個のバーコードを挿入した染色体ベクターを完成さ

せました。１つのバーコードに２つの遺伝子が入れられますので最大 80個の遺伝子導入が可能

で、世界最大級です。３）出芽酵母には存在しない RNAサイレンシングに関わる遺伝子群を、染

色体ベクターにより導入しています。現在分裂酵母の 8つ遺伝子の導入が完了し、サイレンシング

に関わるヘテロクロマチン構造が観察されました。さらに主たる共同研究者である岩川博士は植物

の遺伝子のサイレンシング遺伝子についても同様に研究を進めています。 
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